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日中国交回復の井戸を掘った
人 を々回顧し、
今後の日中関係を展望する

１
．日
中
国
交
回
復
の
井
戸
を

掘
っ
た
人
々

石
橋
湛
山
（
1
8
8
4
～
1
9
7
3
年
）

　

戦
前
、
石
橋
湛
山
は
日
本
の
大
陸
進
出

に
一
貫
し
て
反
対
し
、「
小
日
本
主
義
」
の

下
で
ア
ジ
ア
の
繁
栄
を
主
張
し
た
。
日
中

国
交
正
常
化
の
実
現
を
政
権
構
想
の
重
要

テ
ー
マ
と
考
え
た
が
、
不
幸
に
し
て
健
康

上
の
理
由
で
政
権
を
去
っ
た
。
総
理
辞
任

後
の
59
年
、
周
恩
来
と
の
会
談
で
以
下
の

よ
う
に
発
言
し
、
そ
の
後
の
国
交
正
常
化

に
向
け
た
流
れ
を
作
っ
た
。

　
「
私
が
日
本
の
総
理
大
臣
と
し
て
内
閣
を

組
織
し
た
時
の
理
念
は
、
貴
国
と
の
連
携

を
図
り
、
そ
の
力
を
梃
子
に
世
界
の
平
和

を
実
現
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
中

華
人
民
共
和
国
と
日
本
は
あ
た
か
も
一
国

の
ご
と
く
一
致
団
結
し
、
東
洋
の
平
和
を

護
り
、
合
わ
せ
て
世
界
全
体
の
平
和
を
促

進
す
る
一
切
の
政
策
を
指
導
す
る
こ
と
。
両

国
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
経

済
に
お
い
て
、
政
治
に
お
い
て
、
文
化
に
お

い
て
、
で
き
る
限
り
国
境
の
障
壁
を
撤
去

し
、
お
互
い
の
交
流
を
自
由
に
す
る
こ
と
。

両
国
が
ソ
連
、
北
米
合
衆
国
そ
の
他
と
従

来
結
ん
だ
関
係
は
、
前
期
の
目
的
の
実
現

の
た
め
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
努
め

る
こ
と
」

　

石
橋
の
日
中
国
交
正
常
化
模
索
の
背
後

は
じ
め
に

　

日
本
近
代
史
に
お
け
る
日
中
関
係
は
、

日
清
戦
争
、
対
華
21
カ
条
の
要
求
と
五
四

運
動
、
満
州
事
変
と
日
中
戦
争
等
、
不
幸

に
も
日
本
が
主
導
し
た
ア
ジ
ア
政
策
の
下

で
推
移
し
た
。

　

宮
崎
滔
天
、
梅
屋
庄
吉
な
ど
多
く
の
日

本
人
が
支
援
し
た
辛
亥
革
命
の
指
導
者
・

孫
文
は
、
1
9
2
4
年
「
日
本
は
欧
米
列

強
の
覇
道
の
走
狗
と
な
る
の
か
、
ア
ジ
ア
の

王
道
の
先
駆
と
な
る
の
か
、
そ
れ
は
日
本

人
自
身
が
決
め
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
日
本

を
去
っ
た
が
、
日
本
は
前
者
の
道
を
歩
ん
で

し
ま
っ
た
。

　

戦
後
、
冷
戦
構
造
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
・
日
米
安
保
体
制
下
で
米
国
の

世
界
戦
略
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
日
本

政
府
は
、
独
自
の
ア
ジ
ア
外
交
、
日
中
国

交
正
常
化
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
ソ
論
争
に
よ
る

中
ソ
関
係
の
変
化
の
中
で
、
米
国
の
対
中

戦
略
は
新
し
い
模
索
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
中
国
で
は
大
躍
進
や
文
化
大
革
命

等
内
政
上
の
混
乱
が
加
わ
り
、
情
勢
は
よ

り
複
雑
化
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
環
境
の
下
、岸
信
介
内
閣

（
1
9
5
7
～
60
年
）、
池
田
勇
人
内
閣

（
1
9
6
0
～
64
年
）、
佐
藤
栄
作
内
閣

（
1
9
6
4
～
72
年
）
と
続
く
歴
代
内
閣

の
対
中
政
策
の
温
度
差
が
あ
る
中
で
、
日

中
交
流
の
促
進
、
国
交
正
常
化
を
目
指
す

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
国

際
政
治
に
お
け
る
中
国
の
存
在
感
は
高
ま

り
、
64
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
中
華
人
民
共
和

国
を
承
認
、
国
連
代
表
権
を
巡
る
中
華
人

民
共
和
国
の
支
持
国
は
増
大
し
、
72
年
2

月
に
は
日
本
政
府
の
頭
越
し
に
米
国
ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
の
電
撃
的
訪
中
と
な
り
、
こ

う
し
た
内
外
情
勢
を
経
て
72
年
日
中
国
交

正
常
化
（
田
中
角
栄
内
閣
）、
78
年
日
中

平
和
友
好
条
約
（
福
田
赳
夫
内
閣
）
の
締

結
に
至
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
中
交
流
の
促
進
、
国

交
正
常
化
を
目
指
し
多
数
の
先
人
に
よ
る

努
力
が
払
わ
れ
た
。
そ
の
代
表
人
物
と
し

て
、
石
橋
湛
山
、
松
村
謙
三
、
高
碕
達
之

助
、
岡
崎
嘉
平
太
の
4
氏
の
業
績
を
回
顧

し
、
今
後
の
日
中
関
係
を
展
望
し
た
い
。
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生
を
永
遠
に
讃
え
る
」
と
以
下
の
追
悼
の

詩
を
送
っ
て
い
る
。

　

渤
海
は
広
々
と
し
て
い
る
が
、
一
艘
の
小

舟
に
よ
っ
て
も
航
海
が
で
き
る
。

　

先
生
は
、
国
外
に
あ
っ
て
は
、
日
中
の
国

交
を
親
密
に
し
、
国
内
に
あ
っ
て
は
農
業
面

（
注
：
農
地
解
放
）
に
全
力
を
傾
注
さ

れ
た

　

先
生
の
遺
志
を
継
ぐ
人
は
必
ず
現
れ
、

先
生
の
偉
大
な
遺
志
は
必
ず
報
わ
れ
る
に

違
い
な
い

　

先
生
の
風
格
は
誠
に
山
の
よ
う
に
気
高

く
、
水
の
よ
う
に
清
ら
か
で
あ
る　

高
碕
達
之
助
（
1
8
8
5
～
1
9
6
4
年
）

　

55
年
、
高
碕
達
之
助
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
ン
ド
ン
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

会
議
に
鳩
山
内
閣
を
代
表
し
て
臨
み
、
周

恩
来
総
理
と
親
交
を
得
た
。
62
年
、
日
中

貿
易
拡
大
に
関
す
る
松
村
、
周
恩
来
会
談

で
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
平
等
互
恵
の
基
礎

の
上
に
、
漸
進
的
積
み
重
ね
方
式
に
よ
る

L
T
貿
易
の
枠
組
み
を
作
っ
た
。

　

東
洋
製
罐
の
創
始
者
で
も
あ
る
高
崎
達

之
助
は
若
き
日
に
米
国
に
留
学
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精

神
を
学
び
、
事
業
の
目
的
は
、
第
一
に
人

類
の
将
来
を
幸
福
な
ら
し
め
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、第
二
に
事
業
と
は
営
利

を
目
的
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
自
分
が
働
い
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に
は
、
単
に
両
国
関
係
の
正
常
化
だ
け
で

な
く
、
世
界
平
和
の
追
求
と
い
う
理
念
・

理
想
が
存
在
し
た
。

松
村
謙
三
（
1
8
8
3
～
1
9
7
1
年
）

　

石
橋
の
構
想
を
背
負
っ
て
日
中
国
交
正

常
化
へ
の
道
程
を
歩
い
た
の
は
松
村
謙
三
で

あ
っ
た
。
松
村
は
、
59
～
69
年
の
間
に
５

回
に
わ
た
り
訪
中
し
、
変
転
す
る
国
際
政

治
情
勢
、
中
国
国
内
情
勢
、
日
本
政
府
の

対
中
姿
勢
の
中
で
国
交
正
常
化
を
目
指
し

て
努
力
し
た
。
こ
の
間
、
L
T
貿
易
（
廖

承
志
、
高
碕
達
之
助
を
代
表
と
す
る
長
期

貿
易
協
定
、62
～
67
年
）、M
T
貿
易
（
覚

書
貿
易
、
68
～
73
年
、
年
度
ご
と
に
更
新
）

が
実
現
し
、
72
年
の
国
交
正
常
化
に
向
け

た
井
戸
を
掘
り
続
け
た
。

　

59
年
、
松
村
訪
中
に
同
行
し
た
井
出
一

太
郎
は
、「
東
京
と
北
京
の
距
離
は
近
く
し

て 

結
ば
む
み
ち
は
な
ほ
遠
々
し
」、「
厚
く

垂
れ
し
竹
の
カ
ー
テ
ン
押
し
ひ
ら
き 

入
り

来
し
は
同
文
同
種
の
国
」、「
杜
白
の
詩 

義

之
真
卿
の
墨
の
あ
と 

宋
の
陶
磁
も
君
を
待

つ
ら
ん
か
」（
62
年
松
村
訪
中
を
送
る
）
と

詠
っ
て
い
る
。

　

松
村
の
政
治
的
同
志
で
も
あ
っ
た
三
木

武
夫
は
、
松
村
の
死
に
当
た
っ
て
「
松
村

死
す
と
も
日
中
永
遠
和
解
の
灯
は
消
さ
じ
」

と
述
べ
、
ま
た
、
長
年
の
友
人
郭
沫
若
（
中

日
友
好
協
会
会
長
）
は
、「
松
村
謙
三
先

て
奉
仕
の
精
神
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
モ

ダ
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
だ
と

唱
え
た
。
終
戦
時
、
満
鉄
総
裁
の
地
位
に

い
た
高
碕
は
、
自
ら
の
命
を
顧
み
ず
引
揚

者
の
支
援
に
全
力
を
挙
げ
た
。

　

こ
う
し
た
公
共
精
神
は
、
周
恩
来
は
じ

め
中
国
関
係
者
に
対
し
、
強
い
印
象
を
与

え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

岡
崎
嘉
平
太
（
1
8
9
7
～
1
9
8
9
年
）

　

高
碕
の
後
を
継
ぎ
経
済
界
代
表
と
し
て

L
T
貿
易
に
続
く
、
M
T
貿
易
の
推
進
に

努
め
た
の
が
岡
崎
嘉
平
太
で
あ
る
。
中
国

と
の
関
係
は
旧
制
高
校
時
代
の
中
国
人
留

学
生
と
の
交
流
に
始
ま
り
、
M
T
貿
易
を

通
じ
て
周
恩
来
と
の
友
情
は
益
々
強
い
も

の
に
な
っ
た
。
佐
藤
内
閣
の
対
中
姿
勢
に

対
し
厳
し
い
批
判
を
展
開
す
る
中
国
と
の

間
で
、様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
。
著
書
「
終

わ
り
な
き
日
中
の
旅
」
に
苦
難
の
心
境
が

語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
私
は
ふ
と
、
天
竺
へ
の
旅
を
続
け
る
玄

奘
法
師
の
姿
を
顧
み
た
注
１
。
玄
奘
は
約

1
3
0
0
年
前
仏
教
経
典
を
求
め
て
単
身

馬
に
乗
り
当
時
禁
止
さ
れ
て
い
た
出
国
を

果
た
し
、
念
願
を
成
就
さ
せ
た
。
昼
伏
し
、

夜
行
の
旅
を
続
け
る
玄
奘
を
の
さ
せ
て
く
れ

た
馬
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
、

62
年
松
村
謙
三
先
生
と
周
恩
来
総
理
と
の

間
で
申
し
交
わ
さ
れ
た
申
し
合
わ
せ
で
は
な

か
っ
た
か
。
こ
の
申
し
合
わ
せ
の
馬
に
乗
っ

て
幾
多
の
困
難
を
し
の
い
で
10
年
、
幸
い
に

し
て
国
境
（
日
中
国
交
正
常
化
72
年
9
月
）

に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
、
覚
書
貿
易
の

使
命
を
果
た
し
得
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

国
境
は
越
え
た
。
だ
が
、
天
竺
―
日
中

世
世
代
の
友
好
―
の
道
は
ま
だ
遠
い
。
終

わ
り
な
き
日
中
の
旅
で
あ
る
。」

２
．今
後
の
展
望

　

72
年
9
月
に
田
中
内
閣
の
下
で
日
中
国

交
正
常
化
が
実
現
し
、
78
年
に
は
日
中
平

和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
、
両
国
間
の
交

流
は
様
々
な
分
野
で
展
開
さ
れ
発
展
し
て

き
た
。
こ
の
間
に
冷
戦
の
終
結
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
社
会
の
展
開
、
改
革
開
放
政
策
に

よ
る
中
国
経
済
社
会
の
発
展
を
反
映
し
、

2
0
2
0
年
の
日
本
の
対
中
輸
出
額
シ
ェ

ア
は
22
％
（
対
米
18
・
4
％
）、
輸
入
額

25
％
（
対
米
11
％
）、
19
年
の
直
接
投
資

収
益
率
14
・
9
％
（
北
米
5
・
4
％
）
と
、

日
中
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
増
大
を
物

語
っ
て
い
る

　

一
方
、
中
国
で
は
1
9
7
8
年
の
鄧
小

平
に
よ
る
改
革
開
放
政
策
以
来
、
中
国
経

済
は
大
き
く
発
展
し
、
習
近
平
政
権
が
唱

え
る
中
華
民
族
の
復
興
、
中
国
の
国
内
政

策
の
積
極
的
な
展
開
（
全
面
的
な
小
康
社

会
の
建
設
、
三
農
問
題
へ
の
対
応
、「
中
国

製
造
2
0
2
5
」
等
）、
一
帯
一
路
に
よ
る
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対
外
政
策
の
下
、
21
世
紀
の
世
界
秩
序
は

「
米
国
一
極
体
制
」
か
ら
「
米
中
二
極
体
制
」

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
21
世
紀
以
降
の
中

国
の
世
界
経
済
に
お
け
る
比
率
は
増
大
し
、

こ
れ
を
巡
る
国
際
政
治
上
の
対
立
・
軋
轢

が
際
立
っ
て
き
た
。
か
か
る
情
勢
下
に
お
い

て
、
我
々
は
厳
し
い
冷
戦
下
で
日
中
国
交

正
常
化
の
途
を
探
っ
た
石
橋
湛
山
を
は
じ

め
と
す
る
先
人
の
思
想
と
行
動
を
想
起
し
、

こ
の
新
し
い
現
実
に
対
し
、
未
来
を
展
望

し
た
努
力
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
は
如
何
な
る
対
応
を
し
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
。
現
代
世
界
に

お
け
る
日
本
の
役
割
を
自
覚
し
、
歴
史
の

新
し
い
ペ
ー
ジ
を
拓
く
選
択
を
追
求
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

時
代
は
、
地
球
環
境
問
題
、
格
差

拡
大
社
会
を
も
た
ら
す
市
場
経
済
シ
ス

テ
ム
自
体
の
欠
陥
修
正
、
持
続
的
発
展

（
S
D
G
s
）
の
実
現
等
を
現
代
世
界
全

体
に
求
め
て
お
り
、
情
報
化
社
会
が
進
展

す
る
中
で
、
人
類
の
相
互
理
解
の
増
進
を

達
成
で
き
る
か
、
現
代
人
の
歴
史
的
対
応

能
力
、
と
り
わ
け
日
本
の
積
極
的
努
力
が

試
さ
れ
て
い
る
。

　

古
代
に
お
い
て
、
孔
子
は
「
楚
の
共
王

が
弓
を
忘
れ
、
家
来
が
こ
れ
を
探
そ
う
と

進
言
し
た
時
、
楚
の
人
が
忘
れ
楚
の
人
が

こ
れ
を
使
う
。
探
す
必
要
は
な
い
」
と
言
っ

た
こ
と
を
聞
き
、「
共
王
は
度
量
が
狭
い
何

故
楚
に
限
る
の
か
、
人
弓
を
忘
れ
人
こ
れ

を
使
う
と
言
わ
な
い
の
か
」
と
評
し
、
国

を
越
え
た
人
間
に
及
ぶ
思
想
を
述
べ
た
故
事

（
劉
向
：
説
苑
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
近
代
に
お
い
て
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
交

響
曲
第
9
合
唱
第
4
楽
章
に
お
い
て
人
類

の
平
和
と
兄
弟
愛
を
唱
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、昭
和
初
年
に
宮
沢
賢
治
は
、「
我

ら
は
一
緒
に
こ
れ
か
ら
何
を
論
ず
る
か
…
世

界
全
体
が
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人

の
幸
福
は
あ
り
得
な
い
。
自
我
の
意
識
は

個
人
か
ら
集
団
社
会
、
宇
宙
へ
と
次
第
に

進
化
す
る
。
こ
の
方
向
は
古
い
聖
者
が
踏

み
、
ま
た
教
え
た
道
で
は
な
い
か
。
新
た

な
時
代
は
世
界
が
一
の
意
識
と
な
り
生
物

と
な
る
方
向
に
あ
る
。
我
ら
は
世
界
の
真

の
幸
福
を
た
ず
ね
よ
う
訪
ね
よ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
旧
ソ
連
の
ガ
ガ
ー

リ
ン
少
佐
が
宇
宙
旅
行
か
ら
帰
還
し
た
時
、

「
地
球
は
青
か
っ
た
」
と
人
類
社
会
の
一
体

性
を
直
感
的
に
語
っ
て
い
る
。

　

2
0
2
0
年
以
来
、
世
界
的
に
人
類
を

悩
ま
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
現
代
人
間
社
会
と
自
然
界

の
相
克
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
我
々
に
迫
っ

て
お
り
、
我
々
は
、
軍
縮
を
含
め
た
産
業
・

経
済
、
生
活
様
式
の
在
り
方
を
全
人
類
共

通
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
未
来
を
展
望

し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン

政
権
が
唱
え
る
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
政
策
か
ら

は
、
人
類
共
同
体
の
形
成
に
向
か
っ
た
道
は

開
か
れ
な
い
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
り
、

今
後
の
日
中
関
係
は
、
こ
う
し
た
国
を
越

え
た
人
類
共
同
体
の
形
成
を
如
何
に
図
る

か
展
望
し
、
歩
を
進
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

改
革
開
放
政
策
に
よ
る
中
国
社
会
の
発

展
、
習
近
平
政
権
に
よ
る
中
華
民
族
の
復

興
訴
え
の
中
で
、
我
々
は
、
自
然
の
克
服

を
主
眼
と
し
た
西
欧
思
想
を
一
歩
離
れ
、

自
然
と
の
共
生
に
意
を
持
っ
た
東
洋
思
想

を
も
想
起
、
言
及
し
つ
つ
、
世
界
平
和
実

現
に
向
け
た
対
話
を
模
索
し
、世
界
を
リ
ー

ド
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

３
．善
隣
友
好
の
書　

　

最
後
に
、
以
下
の
善
隣
友
好
の
書
（
中

江
兆
民
、
孫
文
、
石
橋
湛
山
、
松
村
謙
三
、

高
碕
達
之
助
、
岡
崎
嘉
平
太
）
を
眺
め
、

両
国
の
思
想
的
・
文
化
的
つ
な
が
り
を
確

認
し
、
現
代
人
の
使
命
を
考
え
た
い
。

写
真
①
「
民
重
き
を
為
す
」

－

中
江
兆
民

（
1
8
4
7
～
1
9
0
1
年
）

　
『
孟
子
―
心
尽
編
』
の
「
民
を
以
っ
て
貴

し
と
為
し
、
君
主
以
っ
て
軽
し
と
な
す
」
に

由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

写
真
②
「
大
同
」

－

孫
文
（
1
8
6
6

～
1
9
2
5
年
）

　
「
小
異
を
捨
て
大
同
に
つ
く
。」 

写
真
③
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」

－

石
橋
湛
山

　
『
論
語
』
よ
り
「
こ
れ
個
人
主
義
、
民

主
主
義
の
神
髄
な
り
」。 

写
真
④
「
独
出
門
前
望
野
田 

月
明
蕎
麦

花
如
雪
」

－

松
村
謙
三

　

白
楽
天
漢
詩
「
七
言
絶
句
」
一
節
「
独

り
門
前
で
田
野
を
望
め
ば
、
月
の
光
で
ソ
バ

の
花
が
雪
の
よ
う
だ
」。

写
真
⑤
「
静
観
」

－

高
碕
達
之
助

　

物
事
の
本
質
を
観
る
。

写
真
⑥
先
憂
後
楽

－

岡
崎
嘉
平
太

　

北
宋
・
氾
仲
苑
（
9
8
9
年
～

1
0
5
2
年
）「
岳
陽
楼
記
」
の
一
節
「
士

當
に
天
下
の
憂
い
に
先
立
ち
て
憂
い
、
天
下

の
楽
し
み
の
後
に
楽
し
む
」。

 

（
本
稿
は
、
2
0
1
5
年
く
ら
し
の
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
「
戦
後
70
年
に
学
ぶ
」
に
掲
載
さ
れ
た

「
戦
後
70
年
日
中
関
係
を
顧
み
る
」
を
大
幅
改

定
し
た
も
の
で
あ
る
）

注
１
：
仏
典
を
求
め
て
旅
し
た
僧
・
玄
奘
の

様
子
を
綴
っ
た
「
集
字
聖
教
序
」（
唐
代
初
期
）

か
ら
の
抜
粋
「
…
往
き
て
西
域
に
遊
ぶ
。
危
を

し
の
ぎ
て
遠
く
行
き
、
策
を
杖
つ
き
て
孤
り
（
ひ

と
り
）
征
く
。
積
雪　

晨
に
飛
べ
ば
、
途
間　

地
を
失
う
。
驚
砂　

夕
に
起
こ
れ
ば
、
空
外　

天
に
迷
う
。
万
里
の
山
川
も
、
煙
霞
を
は
ら
い

て
影
を
す
す
め
、
百
重
の
寒
暑
も
、
霜
雨
を
踏

み
て
あ
と
を
す
す
む
。
誠
重
け
れ
ば
労
軽
く
、

求
め
深
け
れ
ば
願
い
達
す
。
あ
ま
ね
く
西
宇
に

遊
ぶ
こ
と
十
有
七
年
。
道
邦
を
窮
歴
し
、
正
教

を
詢
求
す
。
…
」
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写真②　孫文

写真①　中江兆民

写真③　石橋湛山 写真④　村松謙三

写真⑤　高碕達之助
写真⑥　岡崎嘉平太


